
渡
辺
市
長
は
「
防
衛
政
策
で
国

へ
の
協
力
は
当
然
」
と
し
な
が
ら

も
、
「
今
回
の
報
道
は
不
快
で
あ

り
遺
憾
」
と
述
べ
、「（
防
衛
省
が

配
備
先
と
し
て
い
る
）
佐
賀
の
結

果
が
出
て
な
い
の
に
『
暫
定
』
は

あ
り
え
ず
、
は
っ
き
り
し
た
上
で

な
い
と
受
け
入
れ
ら
れ
な
い
」
と

話
し
ま
し
た
。

佐
賀
県
で
は
配
備
反
対
の
声
が

大
き
く
広
が
り
、
オ
ス
プ
レ
イ
を

配
備
す
る
た
め
に
必
要
な
駐
機
場

や
格
納
庫
を
作
る
た
め
の
用
地
買

収
さ
え
で
き
て
い
な
い
た
め
に
、

ま
っ
た
く
見
通
し
が
立
っ
て
い
ま

せ
ん
。

渡
辺
市
長
の
発
言

は
、
こ
う
し
た
状
況

を
踏
ま
え
た
も
の
で
、

「
暫
定
配
備
」
が
何

年
続
く
か
わ
か
ら
な

い
の
に
、
「
暫
定
」

な
ど
と
言
え
な
い
と

の
考
え
を
示
し
た
も

の
で
す
。

渡
辺
市
長
は
「
こ
れ
が
は
っ
き

り
し
た
上
で
な
い
と
受
け
入
れ
ら

れ
な
い
」
と
明
言
し
ま
し
た
。

ま
た
木
更
津
へ
の
「
恒
久
配
備
」

に
関
し
て
渡
辺
市
長
は
、
「
オ
ス

プ
レ
イ
は
佐
世
保
に
つ
く
ら
れ
た

水
陸
機
動
団
と
パ
ッ
ケ
ー
ジ
の
は

ず
で
あ
り
、
想
定
し
て
い
な
い
」

と
述
べ
ま
し
た
。

参
加
者
か
ら
は
、
「
暫
定
配
備

を
許
せ
ば
事
実
上
の
恒
久
配
備
に

な
り
か
ね
な
い
」「
オ
ス
プ
レ
イ

は
今
年
１
１
月
に
最
初
の
５
機
が

日
本
に
納
入
さ
れ
る
予
定
で
あ
り
、

配
備
先
が
決
ま
っ
て
か
ら
で
は
遅

い
。
い
ま
か
ら
市
長
と
し
て
『
受

け
入
れ
ら
れ
な
い
』
と
の
声
を
あ

げ
て
ほ
し
い
」
と
要
望
し
ま
し
た
。

日
本
共
産
党
は
、
木
更
津
市
と

の
一
致
点
を
最
大
限
重
視
し
て
、

地
元
自
治
体
や
住
民
合
意
の
な
い

オ
ス
プ
レ
イ
配
備
を
止
め
さ
せ
る

と
と
も
に
、
相
次
い
で
事
故
が
起

き
て
い
る
危
険
な
軍
用
機
は
、
千

葉
に
も
佐
賀
に
も
沖
縄
に
も
、
日

本
の
空
の
ど
こ
に
も
飛
ば
さ
せ
な

い
と
の
立
場
で
共
同
を
進
め
て
い

ま
す
。
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４
・
16
▼
社
会
保
障
講
座

に
参
加
（
大
阪
）

４
・
17
▼
千
葉
国
道
事
務

所
か
ら
道
路
計
画
聞
取
り

／
船
橋
駅
南
口
宣
伝
／
内

閣
退
陣
ス
タ
ン
デ
ィ
ン
グ

４
・
18
▼
自
治
体
問
題
研

究
所
水
問
題
研
究
会
／
船

橋
革
新
懇
宣
伝
／
ギ
ャ
ン

ブ
ル
依
存
症
フ
ォ
ー
ラ
ム

参
加
（
東
京
）

４
・
19
▼
治
安
維
持
法
犠

牲
者
国
家
賠
償
要
求
同
盟

船
橋
支
部
結
成
総
会

４
・
20
▼
県
議
団
会
議

４
・
21
▼
弁
護
士
会
講
演

４
・
22
▼
共
産
党
若
松
支

部
会
議
参
加
／
安
倍
内
閣

退
陣
ス
タ
ン
デ
ィ
ン
グ

４
・
23
▼
北
千
葉
道
路
の

聞
き
取
り
／
安
倍
内
閣
退

陣
ス
タ
ン
デ
ィ
ン
グ

４
・
24
▼
西
船
橋
駅
南
口

宣
伝
／
ス
タ
ン
デ
ィ
ン
グ

４
・
25
▼
国
保
を
よ
く
す

る
会
学
習
会
で
報
告

４
・
26
▼
県
議
団
会
議
／

防
衛
省
か
ら
オ
ス
プ
レ
イ

定
期
整
備
で
聞
き
取
り

４
・
27
▼
オ
ス
プ
レ
イ
配

備
で
木
更
津
市
長
と
懇
談

／
津
田
沼
革
新
懇
の
宣
伝

／
ス
タ
ン
デ
ィ
ン
グ

４
・
28
▼
船
橋
駅
南
口
で

日
本
共
産
党
街
頭
演
説

４
・
29
▼
金
杉
地
域
を
訪

問
／
ス
タ
ン
デ
ィ
ン
グ

４
・
30
▼
若
松
地
域
を
訪

問
／
建
設
関
係
者
を
訪
問

５
・
１
▼
船
橋
地
区
メ
ー

デ
ー
で
挨
拶
／
船
橋
北
口

宣
伝
／
ス
タ
ン
デ
ィ
ン
グ

５
・
２
▼
東
葉
高
速
鉄
道

に
関
す
る
懇
談
／
共
産
党

建
設
関
係
支
部
の
会
議

５
・
３
▼
憲
法
街
頭
宣
伝

５
・
６
▼
船
橋
原
水
協
宣

伝
／
ス
タ
ン
デ
ィ
ン
グ
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右のQRコードでブログを見る
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丸
山
慎
一
県
議

活
動
日
誌

佐
賀
の
現
状
で
「
暫

定
配
備
」
あ
り
え
ず

自
衛
隊
が
購
入
を
予
定
し
て
い
る
オ
ス
プ
レ
イ
が
、
木
更
津

駐
屯
地
に
暫
定
配
備
さ
れ
る
方
向
と
の
報
道
を
め
ぐ
っ
て
４
月

２
７
日
、
日
本
共
産
党
千
葉
県
議
団
と
県
委
員
会
が
渡
辺
芳
邦

木
更
津
市
長
と
懇
談
し
ま
し
た
。

渡
辺
芳
邦
木
更
津
市
長
（
左
）
と
懇
談
す

る
（
正
面
左
か
ら
）
日
本
共
産
党
の
寺
尾

賢
県
議
、
浅
野
史
子
・
椎
葉
寿
幸
両
県
副

委
員
長
、
斉
藤
和
子
前
衆
院
議
員
、
丸
山

慎
一
県
議
。

＝
４
月
２
７
日
・
木
更
津
市
役
所

空
か
ら
見
た
陸
上
自
衛
隊
木
更
津
駐
屯
地
。
周
辺
に
は
民
家
が

密
集
し
て
い
る
。

＝
グ
ー
グ
ル
マ
ッ
プ
よ
り

４
月
２
７
日
、
北
朝
鮮
と
韓

国
に
よ
っ
て
合
意
さ
れ
た
「
板

門
店
宣
言
」
は
朝
鮮
戦
争
の
年
内

終
戦
を
明
記
し
ま
し
た
。
１
９
５

３
年
７
月
に
国
連
軍
（
米
軍
）
、

中
国
、
北
朝
鮮
の
間
で
休
戦
協
定

が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
が
、
終
戦
に

よ
り
平
和
協
定
に
移
行
す
れ
ば
、

北
東
ア
ジ
ア
の
安
全
保
障
環
境
は

激
変
し
ま
す
。

朝
鮮
戦
争
（
１
９
５
０
年
６
月

～
５
３
年
７
月
）
で
は
、
日
本
全

土
が
米
軍
の
出
撃
拠
点
と
な
り
ま

し
た
。
ア
メ
リ
カ
は
「
日
本
の
ど

こ
で
あ
れ
、
必
要
と
思
わ
れ
る
期

間
、
必
要
と
思
わ
れ
る
だ
け
の
軍

を
置
く
」
と
い
う
世
界
に
例
の
な

い
「
全
土
基
地
方
式
」
を
決
定

し
、
こ
れ
を
前
提
と
し
て
旧
日
米

安
保
条
約
が
結
ば
れ
ま
し
た
（
１

９
５
１
年
９
月
）
。
こ
の
態
勢
は

今
も
維
持
さ
れ
、
横
田
、
座
間
、

横
須
賀
、
佐
世
保
、
嘉
手
納
、
普

天
間
、
ホ
ワ
イ
ト
ビ
ー
チ
が
「
国

連
軍
基
地
」
に
指
定
さ
れ
て
い
ま

す
（
朝
鮮
国
連
軍
地
位
協
定
第
５

条
）
。
朝
鮮
国
連
軍
の
後
方
司
令

部
は
横
田
に
置
か
れ
て
い
ま
す
。

１
９
５
０
年
７
月
の
日
本
再
軍

備
の
指
示
も
、
米
軍
を
朝
鮮
戦
争

に
動
員
す
る
こ
と
で
生
じ
る
〃
空

白
〃
を
埋
め
、
ソ
連
の
侵
攻
を
食

い
止
め
る
こ
と
が
直
接
の
動
機
で

し
た
。
朝
鮮
戦
争
が
終
結
す
れ

ば
、
こ
う
し
た
出
撃
態
勢
は
不
要

に
な
り
、
北
朝
鮮
の
脅
威
を
想
定

し
た
軍
事
戦
略
は
大
転
換
を
迫
ら

れ
ま
す
。

安
倍
政
権
は
、
北
朝
鮮
脅
威
論

を
最
大
限
に
利
用
し
て
政
権
の
浮

揚
や
軍
拡
を
す
す
め
、
憲
法
９
条

改
定
の
口
実
に
も
し
て
き
ま
し
た

が
、
こ
の
よ
う
な
手
法
は
、
も
は

や
許
さ
れ
な
く
な
り
ま
す
。

日
本
政
府
は
、
「
軍
事
対
軍

事
」
か
ら
脱
却
し
、
朝
鮮
半
島
の

非
核
化
と
北
東
ア
ジ
ア
の
平
和
構

築
、
日
朝
国
交
正
常
化
や
拉
致
問

題
の
解
決
と
い
っ
た
諸
懸
案
を
解

決
す
る
た
め
、
新
た
な
外
交
戦
略

の
構
築
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

「
恒
久
配
備
」
は
想

定
し
て
い
な
い

日
本
の
ど
こ
に
も
飛

ば
さ
せ
な
い

朝
鮮
戦
争
で
日
本
は

全
土
基
地
方
式
に

大
転
換
を
迫
ら
れ
る

日
本
政
府


